
1

監査事務局における主な事業・取組

【主な事業・取組】 【内容】
・監査品質の確保

・区局本部の業務改善の取組への支援

・住民監査請求制度の運営

⇒横浜市監査委員監査基準に基づいた適正な監査の実施
⇒監査委員による審議等を踏まえた財務監査等の品質確保
⇒他都市監査担当部署との情報交換による監査業務の技術の向上

⇒指摘情報等の検索可能なデータでの提供及び職員向け広報紙「ビタミンＫ」
による情報発信

⇒区局本部職員向け研修・eラーニングの実施・工事関係課長会への働きかけ
⇒ウェブページ等での報告書等の発信
⇒財務監査、包括外部監査等の結果を踏まえた制度所管課への働きかけ

⇒的確な監査事務の執行（60日以内に監査結果通知）

１ 区局本部の業務の適正化と改善につながる監査

２ 適正性と、経済性・効率性・有効性の視点及びリスクアプローチに基づく監査

【主な事業・取組】 【内容】
・合規性、正確性に加え、局の目標
達成状況も踏まえた監査の実施

・監査を通じた課題把握と報告書等
への反映

・リスクアプローチの視点に基づいた
監査の重点項目の設定と監査手法の
検討

現金出納検査の実施
決算等審査の実施
健全化判断比率等審査の実施
内部統制評価報告書審査の実施

    財務監査等の実施
行政監査の実施
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監査事務局における主な事業・取組

【主な事業・取組】 【内容】
・人材育成の推進

・チーム力の向上

・働きやすい職場づくり

⇒全職員に、監査制度の意義、監査事務局の役割の理解を徹底
⇒実務を通じたＯＪＴによる監査業務の知識・経験の共有
⇒局内研修、勉強会の実施による職員のスキルアップ支援（決算審査などの
監査実務研修等）

⇒制度所管課が実施する会計事務、契約事務などの研修受講
⇒民間団体等が実施する専門研修受講
⇒本市職員としてスキルアップを図るための庁内外研修の受講

⇒方向性（結論）の決定に至るプロセスを職員同士が共有できる職場づくり
⇒朝礼、情報共有タイム、定例的な局内の責任職による会議、Teams等の活用
による局内全職員の情報共有強化

⇒責任職からの声かけなどによる職員とのコミュニケーションの円滑化、職員
へのサポートの実践

⇒チームＫ及びＷEプラン推進委員会等による局全体での職員連携の推進
（課を超えた交流促進のための取組等）

⇒日常の円滑なコミュニケーションや面談等を通じて、仕事と家庭の両立支援、
キャリア形成支援への働きかけ及びハラスメントを発生させない風土の醸成
⇒Teams、Copilotなどのデジタルツールを活用した働き方の見直し、コミュ
ニケーションの活性化と連携強化

⇒長時間労働防止と勤務時間の適正な管理
⇒フレックスタイム及びテレワークの積極的な活用
⇒リスクマネジメントの取組などによる事務処理ミスの防止
⇒年次休暇取得15日以上

３ 組織運営
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監査事務局における主な事業・取組

【主な事業・取組】 【内容】
・「GREEN×EXPO 2027」（横浜
グリーンエクスポ）の機運醸成

⇒監査関係団体の総会等の機会を捉えた「GREEN×EXPO 2027（横浜グリーン
エクスポ）」の広報ＰＲ

４ 「GREEN×EXPO 2027（横浜グリーンエクスポ）」の成功に向けた機運醸成
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